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漁
業
関
係
者
ら
が
反
発
を

続
け
る
中
、
着
々
と
準
備
が

進
む
原
発
処
理
水
の
海
洋
放

出
。
寺
沢
春
彦
組
合
長
に
今

後
の
対
応
方
針
を
聞
い
た
。

　
―
 東電
の
海
洋
放
出
計

画
に
つ
い
て
原
子
力
規
制
委

員
会
が
正
式
に
認
可
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
は
ま
だ
途
上
に
あ
る
。

環
境
の
変
化
な
ど
で
水
産
資

源
が
減
少
し
、
養
殖
生
産
も

　
説
明
会
は
組
合
が
主
催
し

６
月
８
、　
の
両
日
に
市
複
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合
文
化
施
設
（
マ
ル
ホ
ン
ま

き
あ
ー
と
テ
ラ
ス
）
で
開

催
。
各
支
所
の
運
営
委
員
長

と
支
所
長
、
各
種
漁
業
部
会

と
青
年
部
の
役
員
が
出
席
し

た
。
寺
沢
春
彦
組
合
長
は
あ

い
さ
つ
で
「
子
々
孫
々
に
わ

た
っ
て
安
心
し
て
漁
業
に
打

ち
込
め
る
環
境
を
維
持
し
、

若
い
世
代
が
希
望
を
失
う
こ

と
の
な
い
よ
う
政
府
に
対
し

強
く
要
望
し
て
き
た
」
と
述

べ
、
海
洋
放
出
に
断
固
反
対

の
立
場
を
あ
ら
た
め
て
表
明

し
た
。

　
経
産
省
に
よ
る
と
、
福
島

第
一
原
発
構
内
に
は
東
日
本

大
震
災
と
津
波
に
伴
う
原
発

事
故
後
、
処
理
水
を
保
管
し

た
タ
ン
ク
が
林
立
。
既
に
千

な
い
。
断
固
反
対
だ
」

　
―
 漁業
者
を
中
心
に
反

対
は
根
強
い
。
溝
を
埋
め
る

手
立
て
は
あ
る
の
か
。

　
「
水
揚
げ
し
た
も
の
が
滞

る
こ
と
な
く
、
買
い
叩
か
れ

る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
通

り
流
通
に
乗
る
こ
と
が
大
前

提
。
漁
業
者
が
何
よ
り
も
求

め
て
い
る
の
は
、
海
で
の
な

り
わ
い
を
持
続
さ
せ
て
い
く

こ
と
だ
。
安
心
し
て
操
業
で

き
、
次
の
世
代
に
引
き
継
げ

る
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
。

こ
れ
が
役
割
と
責
任
で
あ

り
、
け
じ
め
で
は
な
い
か
」

　
―
 風
評
対
策
と
し
て
３

０
０
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

　
「
冷
凍
可
能
な
水
産
物
の

一
時
買
い
取
り
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
と
い
う
が
、
具
体

案
の
提
示
は
な
い
。
そ
も
そ

も
風
評
被
害
が
起
こ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に

疑
問
を
感
じ
る
。
政
府
は
風

評
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
強

い
決
意
で
、
海
洋
放
出
方
針

を
決
め
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
基
金
は
風
評
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
使
わ
れ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
評
価
で

き
る
部
分
も
あ
る
が
、
不
安

払
拭
に
向
け
た
理
解
醸
成
の

施
策
に
は
な
っ
て
い
な
い
」

　
―
 廃
炉
を
進
め
る
上
で

処
理
水
の
処
分
は
前
提
と
な

る
が
、
安
全
性
の
理
解
醸
成

が
一
向
に
進
ま
な
い
。

　
「
い
く
ら
科
学
的
に
安
全

と
言
わ
れ
て
も
、
漁
業
者
や

消
費
者
の
思
う
安
全
安
心
の

基
準
と
は
大
き
な
『
ず
れ
』

が
生
じ
る
。
目
に
見
え
な
い

放
射
性
物
質
と
向
き
合
う
難

し
さ
を
誰
も
が
感
じ
て
い
る

は
ず
だ
。
処
理
水
が
安
全
安

心
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
が
消

費
者
の
常
識
に
な
る
く
ら
い

浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

ホ
ヤ
以
外
に
も
実
害
を
被
っ

て
い
る
水
産
物
は
あ
る
。

（
処
分
問
題
へ
の
）
『
理

解
』
と
『
了
解
』
は
違
う
」

　
―
 放出
は
早
け
れ
ば
来

春
に
も
始
ま
る
。
不
安
を
強

め
る
組
合
員
は
多
い
。

　
「
震
災
後
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
は
懸
命
に
海
と
向
き
合

い
、
復
興
の
歩
み
を
進
め
て

き
た
。
意
欲
あ
る
後
継
者
や

若
手
も
徐
々
に
増
え
て
き

た
。
放
出
を
決
め
る
政
府
と

東
電
に
も
、
真
剣
に
現
場
に

向
き
合
う
姿
勢
を
求
め
て
い

き
た
い
。
宮
城
の
豊
か
な
海

が
漁
業
者
に
と
っ
て
誇
れ
る

場
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
」

「断固反対変わらず 」 

基
を
超
え
、
令
和
５
年
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
満
杯
に
な

る
。
今
後
、
原
子
炉
で
溶
け

落
ち
た
核
燃
料
（
デ
ブ
リ
）

を
取
り
出
す
廃
炉
作
業
の
た

め
用
地
確
保
が
急
務
で
、
こ

れ
以
上
の
増
設
は
厳
し
い
。

　
処
理
水
と
は
、
デ
ブ
リ
を

冷
却
し
た
水
や
原
子
炉
建
屋

に
入
り
込
ん
だ
地
下
水
な
ど

を
多
核
種
除
去
設
備
（
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
）
な
ど
で
浄
化
し
た
水

の
こ
と
。
セ
シ
ウ
ム
や
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
な
ど
　
種
類
の

62

放
射
性
物
質
の
大
部
分
は
除

去
で
き
る
が
技
術
上
、
水
の

状
態
で
存
在
す
る
ト
リ
チ
ウ

ム
だ
け
は
除
去
が
難
し
い
。

　
こ
の
た
め
処
理
水
を
１
０

０
倍
以
上
の
海
水
で
希
釈
。

ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
を
国
が
定

め
る
基
準
の
　
分
の
１
（
１
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㍑
当
た
り
１
５
０
０
ベ
ク
レ

国
な
ど
を
含
む
８
カ
国
の
専

門
家
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
職
員
ら
で

構
成
さ
れ
、
福
島
第
一
原
発

の
視
察
や
関
係
省
庁
、
東
電

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
実

施
し
た
。
関
連
設
備
の
安
全

性
に
つ
い
て
報
告
書
で
は
、

起
こ
り
う
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対

し
「
詳
細
な
分
析
が
な
さ

れ
、
設
備
の
設
計
と
運
用
手

順
の
中
で
的
確
に
予
防
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
」
と
し
た
。

　
５
月
　
日
に
萩
生
田
光
一
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経
産
相
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
ラ
フ

ァ
エ
ル
・
グ
ロ
ッ
シ
事
務
局

長
が
会
談
を
行
い
、
今
後
も

政
府
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
緊
密
に

連
携
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
調
査
を
続

け
、
放
出
開
始
前
に
安
全
性

に
つ
い
て
の
結
論
を
含
む
報

告
書
を
ま
と
め
る
。

　
経
産
省
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
科

学
的
根
拠
に
基
づ
く
情
報
の

分
か
り
や
す
い
発
信
で
国
内

外
の
理
解
を
促
す
。
漁
場
の

放
射
性
物
質
の
調
査
も
拡

充
。　
以
上
の
国
・
地
域
が
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続
け
る
日
本
産
食
品
の
輸
入

規
制
の
撤
廃
に
つ
な
げ
る
。

水
産
物
の
販
路
拡
大
と
い
っ

た
生
産
や
加
工
、
流
通
、
消

費
の
各
段
階
で
徹
底
し
た
風

評
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
政
府
は
令
和
３
年
度
補
正

予
算
で
風
評
被
害
に
備
え
る

基
金
創
設
の
た
め
３
０
０
億

円
を
計
上
し
た
。
基
金
は
放

出
前
後
に
水
産
物
の
需
要
が

減
っ
た
場
合
、
一
時
的
に
買

い
取
っ
た
り
販
路
を
拡
大
し

た
り
す
る
の
に
充
て
る
。
経

産
省
に
よ
る
と
、
よ
り
効
果

的
な
支
援
に
向
け
、
執
行
体

制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

風
評
影
響
を
継
続
的
に
調
査

し
、
被
害
を
抑
え
る
た
め
の

情
報
発
信
も
探
っ
て
い
く
。

　
東
電
か
ら
は
、
風
評
被
害

が
発
生
し
た
場
合
は
迅
速
か

つ
適
切
に
賠
償
す
る
と
の
対

応
が
示
さ
れ
た
。
あ
ら
か
じ

め
賠
償
期
間
や
地
域
、
業
種

は
限
定
せ
ず
、
被
害
者
に
極

力
負
担
を
掛
け
な
い
よ
う
柔

軟
に
対
応
す
る
と
い
う
。

　
経
産
省
は
、
政
府
が
前
面

に
立
っ
て
風
評
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
を
強
調
。
国
際
原

子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
が

４
月
　
日
、
放
出
方
法
の
安
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全
性
を
検
証
す
る
調
査
団
に

よ
る
最
初
の
報
告
書
を
公
表

し
、
処
理
水
が
海
洋
放
出
さ

れ
た
場
合
に
放
射
線
が
人
体

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

「
日
本
の
規
制
当
局
が
定
め

る
水
準
よ
り
大
幅
に
小
さ
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
」
と
評

価
し
た
点
を
報
告
し
た
。

　
調
査
団
は
２
月
に
訪
日
。

放
出
に
反
対
す
る
韓
国
や
中

ル
）
未
満
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
定
め
る
飲
料

水
基
準
の
７
分
の
１
程
度
に

し
て
か
ら
、
海
底
の
ト
ン
ネ

ル
を
使
っ
て
原
発
の
沖
合
約

１
㌔
の
海
洋
へ
放
出
す
る
。

　
計
画
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
は

入
り
口
と
な
る
立
て
坑
（
縦

穴
）、
ト
ン
ネ
ル
本
体
、
出
口

と
な
る
放
水
口
の
３
つ
の
部

分
で
構
成
。
原
発
５
、
６
号

機
東
側
か
ら
横
へ
海
底
の
岩

盤
を
く
り
抜
い
て
整
備
す

る
。
沿
岸
か
ら
離
れ
た
沖
に

拡
散
さ
せ
る
こ
と
で
、
放
出

し
た
処
理
水
が
希
釈
用
の
海

水
と
し
て
再
び
使
わ
れ
る
の

を
避
け
る
。
放
水
口
は
日
常

的
に
漁
業
が
行
わ
れ
て
い
な

い
エ
リ
ア
に
設
置
さ
れ
る
。

　
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
水
は

濃
度
を
基
準
値
以
下
に
薄
め

て
海
に
流
す
こ
と
が
国
際
的

に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
国
内

外
の
原
子
力
施
設
で
実
施
し

て
お
り
、
微
量
で
あ
れ
ば
環

境
や
人
体
に
悪
影
響
は
な
い

と
さ
れ
る
が
、
地
元
の
漁
業

関
係
者
を
中
心
に
風
評
被
害

へ
の
懸
念
は
根
強
い
。
東
電

に
よ
る
と
、
ト
リ
チ
ウ
ム
水

が
普
通
の
水
よ
り
質
量
が
重

い
こ
と
を
利
用
し
た
分
離
技

術
が
い
く
つ
か
提
案
さ
れ
て

お
り
、
実
用
化
に
向
け
た
課

題
を
確
認
し
て
い
る
。

　
各
種
漁
業
部
会
と
青
年
部

の
役
員
を
対
象
と
し
た
　
日
14

の
説
明
会
で
は
「
海
洋
放
出

あ
り
き
」
の
姿
勢
を
改
め
、

ま
ず
は
信
頼
回
復
に
全
力

を
尽
く
す
べ
き
だ
と
の
声

が
上
が
っ
た
。
海
洋
放
出

が
福
島
復
興
に
つ
な
が
る
廃

炉
工
程
を
前
に
進
め
る
一

つ
の
節
目
と
な
る
こ
と
に
一

定
の
理
解
を
示
す
意
見
も
出

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
へ

の
不
信
感
な
ど
か
ら
放
出

を
容
認
す
る
声
は
一
切
な
か

っ
た
。

　
青
年
部
は
部
員
の
総
意
と

し
て
「
海
洋
放
出
に
徹
底
的

に
断
固
反
対
す
る
」
と
伝
え

た
上
で
「
最
新
の
メ
デ
ィ
ア

や
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
若
い

世
代
の
思
い
や
考
え
を
浜
の

声
と
し
て
取
り
上
げ
て
ほ
し

い
」
と
要
望
。
部
会
長
た
ち

は
「
風
評
対
策
を
具
体
的
に

示
し
て
ほ
し
い
」
「
海
洋
放

出
以
外
の
代
替
策
の
検
討
が

尽
く
さ
れ
た
の
か
、
疑
問
が

残
る
。
今
後
も
見
直
し
を
含

め
た
議
論
を
続
け
る
べ
き

だ
」
な
ど
と
強
く
求
め
た
。

　
処
理
水
を
海
洋
放
出
す
る

計
画
に
つ
い
て
、
原
子
力
規

制
委
員
会
は
５
月
　
日
、
事
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実
上
の
合
格
を
示
す
審
査
書

案
を
了
承
し
た
。
一
般
へ
の

意
見
公
募
を
経
て
正
式
認
可

す
る
見
通
し
。
政
府
と
東
電

は
令
和
５
年
春
ご
ろ
の
放
出

開
始
を
目
指
し
て
い
る
が
、

放
出
設
備
の
工
事
の
着
工
に

は
福
島
県
と
立
地
２
町
の
事

前
了
解
が
必
要
に
な
る
。
放

出
可
否
の
焦
点
は
地
元
理
解

に
移
る
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
た
ま
り
続
け
る
汚
染
水
を
浄
化
処
理
し
た
水
（
処
理
水
）
に
つ
い
て
、
政
府
は
令
和

３
年
４
月
に
海
洋
放
出
の
方
針
を
決
め
た
。
廃
炉
に
必
要
な
敷
地
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
が
理
由
だ
が
、
漁
業
者
を

中
心
に
水
産
物
へ
の
風
評
被
害
を
懸
念
す
る
声
が
上
が
る
。
東
電
が
目
標
と
す
る
来
春
の
放
出
開
始
ま
で
１
年
を
切

っ
た
も
の
の
、
前
提
と
な
る
関
係
者
の
理
解
は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
先
行
き
に
は
不
透
明
感
が
漂
う
。
経
済
産
業
省

と
東
電
な
ど
が
６
月
、
石
巻
市
で
当
組
合
員
ら
に
政
府
の
方
針
を
説
明
し
た
。

風
評
被
害
懸
念
 、 信

頼
回
復
先
決

㊤
組
合
員
を
対
象
に
政
府
や
東
電
の
職
員
が
安
全
性
や
風
評

対
策
を
説
明
 （
６
月
　
日
） 
㊦
６
月
９
日
に
は
当
組
合
本
所
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で
県
議
と
処
理
水
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開

催
。
関
係
者
の
理
解
も
合
意
も
な
い
海
洋
放
出
に
断
固
反
対

す
る
こ
と
を
確
認
し
た

原
発
処
理
水
巡
り
説
明
会

寺
沢
組
合
長
 「
な
り
わ
い
持
続
に
全
力
」

安
定
し
な
い
中
、
海
洋
放

出
は
漁
業
者
の
不
安
を
増

幅
さ
せ
る
行
為
だ
。
政
府

や
東
電
が
示
す
対
策
は
具

体
性
に
乏
し
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
懸
念
を
払
拭
（
ふ
っ

し
ょ
く
）
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
現
状
で
は
到
底

受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

§
　
§

対
話
が
不
足

根
強
い
不
信

風
評
抑
制
へ

安
全
性
検
証

基
金
で
対
策

賠
償
迅
速
に

タ
ン
ク
林
立

「
満
杯
」 迫
る

海洋
放出
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宮
城
県
漁
協
青
年
部
は
７

月
　
日
、
通
常
総
会
を
ホ
テ

11
ル
モ
ン
ト
レ
仙
台
で
開
い

た
。
令
和
４
年
度
の
事
業
計

画
な
ど
を
決
め
た
ほ
か
、
任

期
（
２
年
）
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
で
阿
部
誠
二
さ
ん

（
当
組
合
谷
川
支
所
青
年

部
）
を
新
部
長
に
選
ん
だ
。

　
来
賓
を
含
め
約
　
人
が
出

80

３年度（当期）２年度令和元年度平成30年度項　　目区　分

79,450△2,59485,257△7,698事業利益

財　務

203,078114,474225,974134,845経常利益

208,066113,648252,318169,991当期剰余金

85,962,96380,950,97093,653,14298,478,192総　資　産

5,960,7005,893,3275,931,3615,808,026純　資　産

16.15％16.65％14.96%14.31%単体自己資本比率

75,388,25070,667,70283,404,20887,946,398貯　　　金

信用事業 62,186,09657,467,21669,239,50773,773,666預　け　金

12,098,00012,082,17212,567,18212,720,483貸　出　金

50,397,90053,335,30057,346,40060,704,297長期共済保有高
共済事業

45,498,16045,800,00049,406,16048,310,810短期共済契約高

3,155,9992,555,6282,868,0663,525,895石油類供給高
購買事業

3,740,8734,203,2214,317,2634,343,394資材類等供給高

26,054,99424,701,22729,129,10929,781,257受託販売取扱高
販売事業

617,8291,343,3971,252,710955,743買取販売高

当該事業年度および直前３事業年度の事業成績ならびに財産および損益の状況
（令和3年度「業務報告書」から。単位・千円） 

魚
価
の
回
復
を
目
指
す
。
持

続
的
な
漁
業
生
産
活
動
と
所

得
向
上
を
図
る
た
め
、
ス
マ

ー
ト
水
産
業
や
漁
獲
情
報
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
に
も

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

　
販
売
事
業
計
画
の
重
点
７

項
目
と
し
て
▽
付
加
価
値
の

向
上
、
販
路
拡
大
な
ど
販
売

力
の
強
化
▽
共
販
体
制
の
強

化
▽
水
産
物
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
各
種
検

査
お
よ
び
衛
生
対
策
▽
種
苗

の
安
定
確
保
と
病
障
害
に
対

す
る
研
究
機
関
と
の
連
携
▽

組
合
員
に
対
す
る
流
通
状
況

の
情
報
提
供
と
生
産
指
導
▽

買
受
人
に
対
す
る
生
産
情
報

の
迅
速
な
提
供
▽
消
費
者
に

対
す
る
宮
城
県
水
産
物
の
Ｐ

Ｒ
強
化
 ―
 を挙
げ
た
。

増
）。
前
年
度
の
繰
り
越
し

を
含
め
、
当
期
未
処
分
剰

余
金
は
９
億
２
０
４
７
万

円
と
な
り
、
利
益
準
備
金
や

任
意
積
立
金
な
ど
の
処
分

額
を
差
し
引
い
た
５
億
４
５

８
７
万
円
を
次
期
に
繰
り
越

し
た
。

　
販
売
事
業
の
受
託
取
扱
高

は
２
６
０
億
５
４
９
９
万
円

（
前
年
度
比
　
億
５
３
７
７

13

万
円
増
）。
内
訳
は
鮮
魚
類

１
３
４
億
１
６
７
７
万
円

（
同
　
億
９
７
７
３
万
円

19

増
）、
貝
類
　
億
３
２
３
８

56

万
円
（
同
　
億
３
４
２
２
万

14

円
増
）、
海
藻
類
（
水
産
製

品
・
加
工
品
含
む
）　
億
６

60

４
１
５
万
円
（
同
　
億
　
万

21

36

円
減
）
な
ど
。

　
乾
の
り
は
高
水
温
や
栄

養
塩
不
足
で
生
産
が
振
る

わ
ず
前
年
度
に
比
べ
数
量
　31

％
減
、
金
額
　
％
減
。
カ
キ

25

は
巣
ご
も
り
需
要
で
量
販

店
か
ら
の
引
き
合
い
が
強
く

数
量
　
％
増
、
金
額
　
％

24

32

増
。
ワ
カ
メ
は
近
年
の
減
産

傾
向
を
踏
ま
え
金
額
、
平
均

単
価
と
も
　
％
ア
ッ
プ
と
な

45

な
ど
女
性
連
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
言
及
し
「
思
う

よ
う
な
活
動
を
で
き
ず
に
い

る
が
、
お
の
お
の
の
個
性
を

生
か
し
、
活
気
あ
る
漁
村
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
事
業
計
画
の
基
本
方
針

は
、
漁
協
運
動
の
発
展
と
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
奨
。

重
点
項
目
に
は
▽
組
織
の
強

化
と
活
性
化
▽
水
産
物
の
消

費
拡
大
▽
健
康
な
く
ら
し
と

環
境
保
全
運
動
の
推
進
▽
漁

協
全
利
用
と
生
活
設
計
の
推

進
 ―
 の４
点
を
挙
げ
た
。

具
体
的
に
は
、
県
沿
岸
部
の

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
第

　
回
「
み
や
ぎ
の
海
の
子
」

38作
文
の
募
集
や
料
理
教
室
の

開
催
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
着
用
推
進
な
ど
に
励
む
。

　
永
年
勤
続
者
表
彰
で
は
、

丹
野
恵
子
さ
ん
（
前
石
巻
湾

支
所
女
性
部
長
）
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
っ
た
。

　
こ
の
日
は
元
農
林
水
産
省

職
員
で
自
民
党
の
進
藤
金
日

子
参
院
議
員
（
比
例
区
、
秋

田
県
大
仙
市
出
身
）
が
来
賓

と
し
て
出
席
。「
農
林
水
産

業
な
く
し
て
日
本
の
発
展
は

な
い
」
と
指
摘
し
、「
食
料

自
給
率
の
向
上
は
喫
緊
の
課

題
。
農
山
漁
村
に
対
す
る
国

民
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

っ
た
。

　
ホ
タ
テ
は
ま
ひ
性
貝
毒
の

長
期
化
で
活
貝
の
安
定
出
荷

が
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
生

玉
や
玉
冷
の
販
促
に
努
め
数

量
　
％
増
、
金
額
　
％
増
、

11

35

平
均
単
価
　
％
高
。
ギ
ン
ザ

22

ケ
は
海
外
産
の
輸
入
減
少
な

ど
を
受
け
キ
ロ
平
均
単
価
５

６
２
円
と
好
調
だ
っ
た
。

　
水
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢

が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す

中
、
４
年
度
は
新
漁
業
法
の

下
、
新
た
な
資
源
管
理
の
推

進
を
は
じ
め
、
漁
業
全
体
が

失
っ
た
販
売
先
・
販
売
量
・

　
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
係

る
特
別
決
議
で
は
、
放
出
決

定
時
の
全
漁
連
か
ら
の
申
し

入
れ
に
対
し
、
政
府
が
４
月

に
示
し
た
回
答
に
は
漁
業

者
・
国
民
へ
の
説
明
や
風
評

被
害
へ
の
対
応
な
ど
の
具
体

策
が
な
か
っ
た
と
指
摘
。

「
理
解
を
得
る
た
め
の
丁
寧

か
つ
真
摯
な
説
明
と
、
実
効

性
を
持
っ
た
具
体
策
を
示
す

こ
と
を
求
め
る
」
と
強
調
し

た
。
　
ま
た
「
沿
岸
漁
業
に
お
け

る
『
新
た
な
資
源
管
理
』
の

実
践
・
強
化
に
向
け
た
特
別

決
議
」
も
採
択
。
漁
獲
可
能

量
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
制
度
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
▽
あ
ら
か
じ

め
関
係
す
る
漁
業
者
に
十
分

か
つ
丁
寧
な
説
明
を
行
う
こ

と
▽
新
た
な
支
援
策
を
含
め

海
洋
放
出
に
反
対
決
議

販売事業伸び 10 期連続黒字
　
当
組
合
の
通
常
総
代
会
が
６
月
　
日
、
石
巻
市
複
合
文
化
施
設
（
マ
ル
ホ
ン
ま
き
あ
ー
と
テ
ラ
ス
）
で
開
か
れ
、
当

30

期
剰
余
金
２
億
８
０
７
万
円
（
前
年
度
比
９
４
４
２
万
円
増
）
を
計
上
し
た
令
和
３
年
度
決
算
を
承
認
し
た
。
黒
字
は

　
期
連
続
。
４
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
も
原
案
通
り
可
決
し
た
ほ
か
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
の
海

10洋
放
出
に
「
断
固
反
対
で
あ
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
ら
な
い
」
と
す
る
特
別
決
議
を
採
択
し
た
。

３
年
度
決
算
、剰
余
金
　
億
円

2.1

　
書
面
を
含
め
１
４
６
人
が

出
席
。
寺
沢
春
彦
組
合
長
は

あ
い
さ
つ
で
、
資
源
量
の
減

少
や
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
消

費
低
迷
な
ど
厳
し
い
漁
家
経

営
に
触
れ
「
課
題
は
山
積
し

て
い
る
が
、
組
合
員
の
生
活

を
守
る
た
め
役
職
員
一
丸
と

な
り
事
業
推
進
に
努
め
て
い

く
」
と
決
意
を
示
し
た
。

　
３
年
度
の
事
業
利
益
は
７

９
４
５
万
円
（
前
年
度
は
２

５
９
万
円
の
損
失
）、
経
常

利
益
は
２
億
３
０
８
万
円

（
前
年
度
比
８
８
６
０
万
円

組
合
総
代
会

令
和
３
年
度
決
算
な
ど

を
承
認
し
た
総
代
会

 担
い
手
の
自
覚
新
た

新
部
長
に
阿
部
誠
二
さ
ん
 
（
谷
川
） 

産
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
。
昨
年
度
初
め
て
企
画
し

た
当
組
合
幹
部
と
の
懇
談
会

も
実
施
し
、
よ
り
良
い
組
合

運
営
に
向
け
て
議
論
す
る
。

県
漁
業
士
会
や
Ｊ
Ｆ
全
国
漁

青
連
な
ど
と
の
連
携
も
深
め

る
。
　
ま
た
、
政
府
が
示
す
「
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
に
関

す
る
基
本
方
針
」
に
対
す
る

情
報
収
集
を
継
続
。
コ
ロ
ナ

禍
で
昨
年
度
中
止
と
な
っ
た

青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大

会
を
県
や
県
漁
協
女
性
部
連

絡
協
議
会
と
と
も
に
開
催
す

る
こ
と
な
ど
も
決
め
た
。

　
役
員
改
選
で
は
畠
山
政
也

さ
ん
（
唐
桑
支
所
青
年
部
）

と
赤
間
拓
哉
さ
ん
（
松
島
支

所
青
年
研
究
会
）
の
副
部
長

２
人
、
佐
藤
一
弥
さ
ん
（
志

津
川
支
所
青
年
部
）、
武
山

綾
佑
さ
ん
（
北
上
町
十
三
浜

支
所
青
年
研
究
会
）、
荒
井

啓
汰
さ
ん
（
塩
釜
市
浦
戸
支

所
青
年
部
）
の
監
事
３
人
も

青
年
部

選
任
。
阿
部
部
長
は
就
任
の

あ
い
さ
つ
で
「
事
業
の
推
進

は
も
ち
ろ
ん
、
意
見
や
要
望

を
幅
広
く
吸
い
上
げ
、
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
示
し
た
。

　
顧
問
に
就
い
た
須
藤
貴
雄

前
部
長
（
志
津
川
支
所
戸
倉

青
年
研
究
会
）
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
活
動
が
制
限
さ
れ
た

こ
の
２
年
を
振
り
返
り
「
正

直
心
残
り
は
あ
る
。
も
う
１

年
や
り
た
い
く
ら
い
」
と
残

念
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
な

が
ら
も
若
返
り
が
図
ら
れ
た

新
執
行
体
制
に
期
待
。「
浜

の
枠
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。
互
い
を
高
め
合
う
こ
と

で
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

　
総
会
後
は
県
水
産
技
術
総

合
セ
ン
タ
ー
職
員
を
講
師
に

招
い
た
研
修
会
が
開
か
れ
、

県
沿
岸
の
海
況
や
魚
種
転
換

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
た
。

費
拡
大
を
盛
り
込
ん
だ
令
和

４
年
度
事
業
計
画
の
決
議
や

永
年
勤
続
者
表
彰
を
行
っ

た
。
　
当
組
合
の
部
員
ら
約
　
人
60

が
出
席
。
内
海
や
ゑ
子
会
長

（
塩
釜
市
浦
戸
東
部
支
所
女

性
部
長
）
は
あ
い
さ
つ
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
長
期
化

た
対
策
な
ど
の
充
実
・
強
化

 ―
 など
を
国
に
求
め
た
。

 コ
ロ
ナ
禍
で
も
活
気
を

事
業
計
画
決
議
や
勤
続
者
表
彰
 

女
性
連

　
宮
城
県
漁
協
女
性
部
連
絡

協
議
会
は
５
月
　
日
、
通
常

26

総
会
を
石
巻
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

き
、
水
産
物
の
消

㊤
令
和
４
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
決
め
た
総
会

㊨
永
年
勤
続
者
表
彰
を
受
け
た
石
巻
湾
支
所
の

丹
野
恵
子
さ
ん

席
。
今
年
度
は
▽

組
織
の
強
化
と
活

性
化
▽
漁
場
環
境

保
全
運
動
へ
の
取

り
組
み
▽
情
報
の

共
有
 ―
 の３
項

目
を
柱
に
据
え
、

浜
の
担
い
手
と
し

て
の
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
「
新
し

い
生
活
様
式
」
も

見
据
え
た
事
業
を

展
開
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、

知
識
向
上
に
つ
な

が
る
研
修
会
や
水

役員選任などを行った総会



（３） 令和4年・夏海 と 共 に広　報

信
用
共
済
部

組
合
か
ら
の

 組
合
か
ら
の
おお
知知
らら
せせ

ま
す
。
た
だ
し
、
Ｊ
Ａ
と
Ｊ

Ｆ
と
の
状
況
に
は
違
い
が
あ

り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
信
用
・
共

済
事
業
を
核
に
し
て
准
組
合

員
を
増
や
し
て
経
営
基
盤
を

強
化
し
、
地
域
組
合
の
性
格

を
強
め
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｆ
は

経
済
事
業
を
軸
に
し
て
き
た

こ
と
で
職
能
組
合
の
性
格
を

色
濃
く
残
し
ま
し
た
。

が
ゆ
え
に
生
産
調
整
を
禁
ず

る
独
占
禁
止
法
の
適
用
除
外

の
対
象
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。 し
か
し
、 Ｊ
Ａ
や
Ｊ
Ｆ
内

に
あ
る
「
縛
り
」
に
つ
い
て

公
正
取
引
委
員
会
か
ら
指
摘

を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
内
閣
府
に
設
定

さ
れ
て
い
る
規
制
改
革
推
進

会
議
が
そ
の
状
況
を
つ
く
り

F
も
事
業
を
向
上
さ
せ
る
な

ど
し
て
民
業
と
競
争
せ
よ
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は

こ
こ
に
強
い
違
和
感
を
抱
い

て
い
ま
す
。

　
生
協
や
信
金
な
ど
地
域
組

合
は
民
業
に
サ
ー
ビ
ス
力
で

負
け
な
い
よ
う
に
し
て
、
組

合
員
を
「
お
客
さ
ん
」
と
し

て
受
け
入
れ
て
組
合
員
を
増

　
協
同
組
合
に
は
い
ろ
い
ろ

な
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。 大
ま
か
に
分
類
す
る
と
、

地
域
組
合
と
職
能
組
合
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
地
域
組
合
は

地
域
の
人
な
ら
誰
で
も
加
入

で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

生
協
、
信
金
な
ど
が
そ
れ
で

す
。 ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、 生

活
者
の
た
め
の
協
同
組
合
で

す
。
他
方
、
職
能
組
合
の
組

合
員
に
は
営
む
業
種
な
ど
加

入
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

農
協
、
漁
協
な
ど
で
す
。

　
総
合
農
協
（
Ｊ
Ａ
）
と
沿

海
地
区
漁
協
（
Ｊ
Ｆ
）
は
、

職
能
組
合
で
あ
り
な
が
ら

も
、
准
組
合
員
制
度
が
あ
っ

て
、
地
域
組
合
の
側
面
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
管
轄

地
域
に
居
住
し
て
い
れ
ば
一

般
人
で
も
准
組
合
員
と
し
て

加
入
し
、
事
業
を
利
用
で
き

　
職
能
組
合
に
は
、
組
合
員

が
営
む
事
業
を
協
同
す
る
た

め
に
結
集
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
事
業
利
用
に
関
連
し
た

ル
ー
ル
が
で
き
、
ど
う
し
て

も
組
合
員
の
間
で
「
紐
帯

（
ち
ゅ
う
た
い
）」
と
い
う

べ
き
「
縛
り
」
が
生
じ
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
小

規
模
生
産
者
の
協
同
で
あ
る

あ
げ
て
き
た
の
で
す
。
そ
し

て
産
物
の
出
荷
先
を
義
務
化

す
る
な
ど
事
業
利
用
に
強
制

が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
行
政
処
分
な
ど
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
動
き
の
根
底
に
は
、

生
協
が
小
売
業
と
、
信
金
が

市
中
銀
行
と
、
地
域
の
中
で

競
争
し
て
い
る
よ
う
に
、
J

や
し
て
き
ま
し
た
。
組
合
員

は
事
業
の
利
用
客
な
の
で
、

組
合
員
の
間
で
事
業
利
用
を

め
ぐ
る
「
縛
り
」
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
他
方
で
大
多
数
の

組
合
員
に
は
協
同
組
合
の
組

合
員
と
し
て
の
帰
属
意
識
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
組
合
員

の
加
入
・
脱
退
の
数
は
職
能

組
合
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
く
ら
い
多
い
の
で
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
職
能
組
合

は
、
そ
も
そ
も
地
元
に
組
合

員
の
資
格
を
得
ら
れ
る
よ
う

な
人
は
少
な
く
、
地
域
組
合

の
よ
う
に
弾
力
的
に
組
合
員

を
増
や
す
と
い
う
こ
と
に
は

な
り
得
ま
せ
ん
。
こ
の
点
で

地
域
組
合
と
職
能
組
合
は
根

本
的
に
違
う
の
で
す
。
職
能

組
合
は
、
す
で
に
あ
る
地
元

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
基
盤

に
し
た
組
合
員
の
帰
属
意
識

に
よ
り
組
織
が
維
持
さ
れ
る

も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
組

合
員
の
中
に
は
利
害
を
め
ぐ

る
内
部
対
立
が
ど
う
し
て
も

出
て
く
る
も
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
地
元
・
同
業
者
意
識

の
つ
な
が
り
で
そ
こ
を
乗
り

越
え
て
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で

「
縛
り
」
が
で
き
あ
が
る
の

で
す
が
、
そ
れ
こ
そ
が
組
合

員
が
つ
く
る
協
同
な
の
で

す
。
今
日
の
公
正
取
引
委
員

会
の
動
き
は
、「
縛
り
」
を

公
権
力
で
解
体
し
、
協
同
を

弱
体
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

　
政
府
は
新
漁
業
法
で
漁
業

者
に
漁
獲
報
告
を
義
務
づ
け

た
こ
と
で
、
Ｊ
Ｆ
に
組
合
員

の
管
理
を
任
せ
る
と
い
う
方

向
性
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
組
合
員
を
バ
ラ
バ
ラ

に
す
る
正
反
対
の
措
置
を
と

っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

現
場
は
大
変
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
各
J
F

で
は
役
職
員
が
組
合
員
と
向

き
合
う
機
会
を
増
や
し
意
思

疎
通
を
図
り
、
こ
う
し
た
外

圧
に
負
け
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

「
民
業
と
競
争
」 に
強
い
違
和
感



協同組合論
北海学園大学経済学部教授
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漁
業
用
設
備
の
導
入
を

検
討
中
の
方
は
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
か
？
　
当
組
合

は
漁
船
の
購
入
・
建
造
、

機
関
換
装
な
ど
に
使
え
る

▽
漁
業
近
代
化
資
金
▽
漁

業
近
代
化
関
連
資
金
▽
ジ

ャ
ッ
ク
ス
保
証
型
ロ
ー
ン

 ―
 の３
つ
の
金
融
商
品

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
漁
業
近
代
化
資
金
の
融

資
限
度
額
は
９
千
万
円
。

融
資
期
間
は
漁
船
建
造
が

　
年
以
内
、
機
関
換
装
　

20

10

年
以
内
、
漁
具
５
年
以
内

な
ど
で
す
。
元
金
据
え
置

き
期
間
も
、
漁
船
建
造
３

年
以
内
な
ど
資
金
使
途
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
金

利
は
０
・
５
０
％
で
す
。

　
こ
の
商
品
は
養
殖
施
設

（
種
苗
、
餌
料
含
む
）
や

水
産
物
の
処
理
、
保
蔵
、

加
工
関
連
施
設
の
改
良
・

造
成
、
取
得
な
ど
に
も
使

え
ま
す
。
事
業
に
よ
っ
て

は
９
千
万
円
を
超
え
る
金

額
の
融
資
も
可
能
な
場
合

設備の導入３商品用意
低金利で漁船購入、 建造を

が
あ
り
ま
す
。

　
既
に
事
業
に
着
手
し
た

方
に
は
、
漁
業
近
代
化
関

連
資
金
が
お
薦
め
で
す
。

所
要
金
額
以
内
で
融
資
が

受
け
ら
れ
、
融
資
期
間
は

資
金
使
途
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
　
年
以
内
、
据

20

え
置
き
期
間
は
２
年
以

内
。
金
利
は
２
・
５
５
～

３
・
４
５
％
で
す
。

　
ジ
ャ
ッ
ク
ス
保
証
型
ロ

ー
ン
も
漁
業
・
水
産
業
関

連
全
般
の
設
備
資
金
に
使

え
、
融
資
額
は
　
万
円
以

10

上
５
０
０
万
円
以
内
、
融

資
期
間
は
６
カ
月
以
上
　10

年
以
内
。
金
利
は
２
・
９

～
３
・
７
％
（
保
証
料
込

み
）
で
、
据
え
置
き
期
間

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
漁
業
近
代
化
資
金
と
漁

業
近
代
化
関
連
資
金
の
金

利
は
毎
月
見
直
し
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
支
所

ま
た
は
金
融
セ
ン
タ
ー
窓

口
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
鮫
浦
で
ホ
ヤ
養
殖
と
刺
網

を
営
ん
で
い
る
。
夏
場
は
ヒ

ラ
メ
、
冬
は
ア
ン
コ
ウ
や
タ

ラ
も
獲
っ
て
い
る
が
、
ヒ
ラ

メ
が
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
夏

に
は
最
近
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
タ
チ
ウ
オ
も
一
昨
年

か
ら
獲
っ
て
い
る
。「
選
択

肢
は
多
い
ほ
う
が
い
い
と
、

や
れ
る
こ
と
は
増
や
し
て
い

る
」
と
話
す
。

　
中
学
の
頃
か
ら
父
の
漁
業

を
手
伝
っ
て
き
た
。
父
が
大

け
が
を
し
て
か
ら
は
、
夏
休

み
な
ど
は
ほ
ぼ
家
の
手
伝
い

を
し
、
漁
業
を
や
ら
な
く
て

は
と
い
う
よ
り
、
や
り
た
い

と
思
っ
て
き
た
。「
そ
の
頃

は
経
営
だ
の
何
だ
の
知
ら
な

い
で
、
た
だ
単
に
や
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」。
高

校
卒
業
後
１
年
水
産
加
工
会

社
に
勤
め
、
そ
の
後
地
元
の

漁
船
に
乗
り
、
沿
岸
で
や
る

漁
は
け
っ
こ
う
経
験
を
し
て

き
た
と
い
う
。
そ
し
て
父
と

と
も
に
沖
に
行
っ
て
い
た

が
、
父
が
腰
の
手
術
を
し
た

の
を
き
っ
か
け
に
父
の
年
齢

を
実
感
し
、
し
か
し
１
人
で

で
き
る
仕
事
は
限
ら
れ
る
、

そ
れ
な
ら
ば
１
人
育
て
な
が

ら
働
こ
う
と
、
５
年
前
に
従

業
員
を
雇
っ
た
。
石
巻
市
と

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
が
共
同
で
東
京
で
開
い

た
漁
業
就
業
フ
ェ
ア
に
来
た

群
馬
県
出
身
の
若
者
を
一
か

ら
育
て
な
が
ら
、
共
に
海
に

出
て
い
る
。「
基
本
的
に
魚

獲
り
が
好
き
で
、
ど
う
に
か

し
て
魚
獲
り
で
し
っ
か
り
稼

げ
な
い
も
の
か
と
い
ろ
い
ろ

工
夫
し
た
け
れ
ど
。
楽
し
く

魚
獲
り
を
す
る
た
め
に
も
、

養
殖
は
大
事
な
商
売
。
今
は

従
業
員
も
い
る
の
で
、
し
っ

か
り
稼
ぐ
と
こ
ろ
は
稼
ぎ
た

い
。
加
え
て
、
海
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
新
し
い

魚
種
や
漁
法
に
は
常
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
っ
て
い
ま
す
」。

　
今
回
の
総
会
で
、
宮
城
県

青
年
部
の
部
長
に
就
任
し

た
。
仮
設
住
宅
で
一
緒
に
な

っ
た
、
同
支
所
の
他
の
浜
の

先
輩
と
と
も
に
谷
川
で
青
年

部
を
立
ち
上
げ
、
浜
を
越
え

た
交
流
の
意
義
を
感
じ
て
き

た
。「
各
浜
で
や
っ
て
い
る

こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
、

や
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
る

こ
と
を
、
集
ま
れ
ば
皆
で
話

せ
る
。
そ
れ
が
い
ち
ば
ん
大

事
と
思
っ
て
い
ま
す
。
俺
ら

役
員
は
そ
の
声
を
吸
い
上
げ

て
関
係
各
所
に
伝
え
る
の
が

役
目
。
皆
の
ス
ピ
ー
カ
ー
代

わ
り
に
な
れ
れ
ば
い
い
」。

　
J
F
全
国
漁
青
連
の
理
事

に
も
な
っ
た
の
で
、
全
国
の

動
き
や
情
報
も
県
内
の
会
員

に
う
ま
く
伝
え
た
い
と
話

す
。
海
が
変
わ
り
、
南
の
ほ

う
の
、
今
ま
で
獲
れ
な
か
っ

た
魚
が
獲
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
今
、
南
の
人
た
ち
が

す
で
に
や
っ
て
き
た
こ
と
を

さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
は

ず
と
阿
部
さ
ん
は
言
う
。

　
コ
ロ
ナ
前
は
総
会
と
水
産

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
、 年
２
回
、 各

支
所
の
青
年
部
が
集
ま
る
機

会
が
あ
っ
た
。
水
産
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
自
分
た
ち
の
選
ん

だ
テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
も

ら
っ
た
後
、
魚
種
ご
と
の
分

科
会
で
皆
で
議
論
す
る
の
が

と
て
も
た
め
に
な
り
、
新
た

な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
い

た
。
コ
ロ
ナ
で
２
年
続
け
て

中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

が
非
常
に
残
念
だ
と
話
す
。

　
「
今
、
俺
ら
世
代
が
い
ち

ば
ん
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
時
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
世
代
が
何
か
を
変

え
る
時
に
き
て
い
る
の
か
な

と
。
全
国
で
も
県
内
で
も
、

青
年
部
の
集
ま
り
は
雰
囲
気

も
非
常
に
よ
く
、
若
い
世
代

が
ど
ん
ど
ん
意
見
が
言
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
仕
事

も
大
事
だ
け
ど
、
コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
い
た
ら
、 集
い
、 学

び
、
交
流
す
る
機
会
を
が
ん

が
ん
や
っ
て
い
き
た
い
」。 そ

う
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

谷川支所  阿部誠二さん （38）

若
い
世
代
が
何
か
を
変
え
る
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当
組
合
は
６
月
、
ギ
ン
ザ

ケ
と
ホ
ヤ
の
販
促
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
の
ぼ
り
旗
や
ポ

ス
タ
ー
、
レ
シ
ピ
チ
ラ
シ
な

ど
を
用
意
し
、
旬
の
お
い
し

さ
を
買
い
物
客
に
Ｐ
Ｒ
。
消

費
拡
大
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
ギ
ン
ザ
ケ
の
販
促
は
イ
オ

ン
東
北
と
連
携
。　
～
　
の

10

12

３
日
間
、
県
内
６
店
で
実
施

し
ま
し
た
。
切
り
身
以
外
に

も
、
仙
台
味
噌
と
バ
タ
ー
で

味
付
け
し
た
も
の
や
レ
ン
コ

ン
と
の
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
お

買
い
得
商
品
が
ず
ら
り
。
水

産
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
「
む
す
び

丸
」
と
一
緒
に
組
合
職
員
も

テ
レ
ビ
の
情
報
番
組
に
出
演

し
、
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　
　
、　
の
両
日

11

12

は
み
や
ぎ
生
協
の

県
内
全
店
で
、
早

朝
に
水
揚
げ
さ
れ

た
殻
付
き
ホ
ヤ
や

加
工
品
計
　
㌧
を

10

特
売
。
む
す
び
丸

と
と
も
に
「
ほ
や

ド
ル
」
こ
と
萌
江

さ
ん
も
駆
け
付

け
、
カ
メ
ラ
を
向

け
る
買
い
物
客
に

「
１
シ
ョ
ッ
ト
１

ホ
ヤ
！
　
お
い
し

さ
を
堪
能
し
て
」

と
熱
心
に
呼
び
掛

け
て
い
ま
し
た
。

　
本
所
経
済
事
業

部
販
売
課
の
佐
藤

雅
史
課
長
は
「
ワ

イ
ン
と
の
マ
リ
ア

ー
ジ
ュ
な
ど
、
一

層
お
い
し
く
味
わ

っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
店
側
の
提
案

が
参
考
に
な
っ

た
。
生
産
者
の
顔

が
よ
り
見
え
る
よ

う
販
売
方
法
を
工

夫
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

旬のおいしさ知って旬のおいし さ知って 
県内スーパーで販促

　ギンザケ＆ホヤ

訪
問
し
て
も
あ
ま
り
嫌
な
顔

し
な
い
で
ね
」
と
苦
笑
す

る
。
　
監
査
室
で
３
年
目
に
な
っ

た
と
い
う
主
任
の
米
倉
智
子

さ
ん
は
、
支
所
に
通
う
こ
と

で
他
部
署
に
い
た
と
き
に
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
、
支
所
の

個
性
や
業
務
の
内
容
、
浜
の

特
徴
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
に

な
り
新
鮮
な
思
い
だ
と
言

う
。「
支
所
の
職
員
さ
ん
た

ち
は
、
限
ら
れ
た
人
数
で
、

浜
の
現
場
作
業
も
あ
る
う

え
、
事
務
処
理
を
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
ず
っ
と
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

中
、
ど
う
し
て
も
書
類
作
成

な
ど
で
ち
ょ
っ
と
お
ろ
そ
か

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
と
こ
ろ
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ま
ん
延
で
、
支
所

に
出
か
け
て
い
く
の
も
互
い

に
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
監
事
監
査
も
中
止
に
な

っ
た
と
こ
ろ
が
い
く
つ
も
あ

り
、「
今
年
度
は
昨
年
度
の

分
も
、
よ
り
多
く
支
所
に
足

を
運
び
た
い
」
と
岩
崎
室
長

は
意
欲
を
見
せ
る
。

　
ま
た
、
水
産
業
協
同
組
合

法
の
改
正
に
よ
り
全
漁
連
監

査
か
ら
会
計
監
査
人
監
査
へ

移
行
（
令
和
５
年
度
決
算

～
）
に
な
る
と
い
う
大
き
な

変
換
の
年
と
も
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
総
務
部
や

経
済
事
業
部
、
信
用
共
済
部

な
ど
と
連
携
し
て
内
部
統
制

を
図
っ
て
い
く
と
い
う
業
務

も
今
年
度
は
あ
る
と
い
う
。

山
内
裕
部
長

尾
形
祐
一
次
長

　
本
所
・
支
所
の
内
部
監
査

が
メ
イ
ン
の
仕
事
で
、
４
人

の
職
員
で
、
１
年
の
う
ち
で

き
る
だ
け
全
支
所
を
回
っ

て
、
内
部
管
理
態
勢
等
の
有

効
性
お
よ
び
財
務
報
告
の
的

確
性
、
会
計
業
務
全
般
の
検

証
と
し
て
、
帳
簿
な
ど
の
書

類
が
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
に
行
く
。

　
全
漁
連
監
査
は
期
中
、
自

己
査
定
、
棚
卸
し
、
期
末
と

年
に
４
回
あ
り
、
各
回
を
サ

ポ
ー
ト
、
県
の
常
例
検
査
の

調
整
等
を
し
て
い
る
。
ほ

か
、
４
人
の
監
事
が
３
年
間

で
全
支
所
を
回
っ
て
行
う
監

事
監
査
に
同
行
し
て
の
サ
ポ

ー
ト
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
取
り
調
べ
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
け
れ
ど
そ
う

で
は
な
く
、
各
監
査
・
検
査

で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め

チ
ェ
ッ
ク
す
る
作
業
。
事
務

リ
ス
ク
の
回
避
で
す
」
と
こ

の
春
監
査
室
長
に
な
っ
た
岩

崎
幸
雄
さ
ん
は
言
う
。

　
漁
協
の
定
款
や
規
程
に

沿
っ
た
書
類
作
成
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
ほ
か

に
、
支
所
ご
と
の
内
規
も

あ
る
。
そ
れ
を
あ
ら
か
じ
め

ひ
と
つ
ひ
と
つ
き
ち
ん
と
把

握
し
た
う
え
で
、
そ
の
通
り

に
計
算
さ
れ
、
事
務
処
理
が

さ
れ
て
い
る
か
、
会
計
に
間

違
い
は
な
い
か
と
い
う
の
を

確
認
し
て
い
く
複
雑
で
緻
密

な
作
業
だ
。
支
所
の
内
規
に

沿
っ
た
形
で
浜
と
の
や
り
と

り
が
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
を
把
握
す
る
の
も
重

要
な
作
業
の
ひ
と
つ
と
な

る
。
　
「
私
た
ち
本
所
は
全
支
所

を
把
握
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
け
れ
ど
、
支
所
は
支
所

で
、
複
数
の
浜
を
抱
え
、
浜

と
接
す
る
時
間
も
い
ち
ば
ん

長
く
、
そ
ち
ら
を
お
ろ
そ
か

に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
今
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
部

署
に
い
た
が
、
部
署
部
署
に

よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
立
場
が

あ
っ
て
、
新
鮮
だ
し
、
勉
強

も
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
と
岩
崎
室
長
は
姿
勢

を
正
し
、「
後
で
指
摘
さ
れ

な
い
た
め
の
確
認
な
の
で
、

　
経
営
統
括
部
の
前
身
は
経

営
統
括
室
。
東
日
本
大
震
災

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
そ

の
後
、
震
災
特
例
に
よ
る
優

先
出
資
　
億
８
千
万
円
が
発

66

行
さ
れ
た
。
そ
の
消
却
に
向

け
て
、
信
用
事
業
の
強
化
計

画
お
よ
び
経
営
改
善
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
た
め
に
、

震
災
翌
年
の
平
成
　
年
７
月

24

は
い
っ
た
ん
終
了
し
た
。

　
そ
の
後
、
組
合
全
体
の
あ

ら
ゆ
る
リ
ス
ク
管
理
を
強
化

す
る
た
め
平
成
　
年
度
に
改

30

組
さ
れ
た
の
が
経
営
統
括
部

だ
。
機
構
図
で
見
る
と
専
務

理
事
の
直
下
に
あ
り
、
ど
こ

に
も
属
さ
ず
に
独
立
し
た
部

署
で
あ
る
。
各
課
題
に
対
処

し
て
い
る
部
署
間
を
横
断

し
、
垣
根
を
越
え
な
が
ら
リ

ス
ク
管
理
を
徹
底
す
る
た

め
、
現
在
４
人
の
職
員
が
業

務
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
主
に
支
所
と
の
連
携
強
化

を
課
題
に
掲
げ
、
定
期
的
に

支
所
巡
回
を
し
な
が
ら
、
支

所
ご
と
の
課
題
に
、
支
所
、

そ
し
て
関
係
部
署
と
連
携
し

な
が
ら
経
営
の
向
上
や
改
善

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
安
定
し
た
事
業
経

営
を
目
指
す
た
め
、
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
を
毎
月

開
催
し
、
部
門
別
の
業
務
課

題
に
つ
い
て
進
捗
管
理
す
る

こ
と
に
よ
る
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
（
計
画
→
実
行
→
評

価
→
改
善
→
）
の
着
実
な
実

現
に
努
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
四
半
期
に
一
度

開
催
す
る
北
部
・
中
部
 ・南
部

地
区
別
の
現
地
検
討
会
を
主

催
・
管
理
し
、
各
事
業
所
間

の
連
携
と
事
業
実
績
の
検
討

を
行
う
こ
と
で
事
業
運
営
態

勢
の
強
化
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
各
事
業
部
が

に
設
置
さ
れ
た
の
が
経
営
統

括
室
で
、
震
災
復
興
の
推
進

に
あ
た
っ
て
き
た
。

　
平
成
　
年
度
に
は
優
先
出

28

資
を
除
い
た
場
合
の
自
己
資

本
比
率
が
　
％
以
上
を
確
保

12

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か

ら
、
翌
　
年
度
に
こ
れ
ら
２

29

つ
の
計
画
を
前
倒
し
し
、
震

災
特
例
に
よ
る
優
先
出
資
を

全
額
消
却
申
請
し
た
。
こ
う

し
て
一
丁
目
一
番
地
の
業
務

部
署
を
横
断
し
、リ
ス
ク
管
理
を
徹
底

織
に
し
た
い
で
す
ね
。
若
い

世
代
の
人
た
ち
に
が
ん
ば
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
考

え
、
日
々
業
務
に
当
た
っ
て

い
る
。
ま
た
、
５
年
目
に
な

る
次
長
の
尾
形
祐
一
さ
ん

は
、「
わ
れ
わ
れ
は
収
支
の

改
善
と
か
売
掛
金
の
回
収
と

か
を
言
っ
て
回
る
嫌
わ
れ
役

で
す
が
」
と
苦
笑
し
な
が

ら
、「
組
合
員
さ
ん
あ
っ
て

の
漁
協
な
の
で
、
組
合
員
さ

ん
た
ち
が
苦
し
ん
で
い
る
と

き
に
は
、
わ
れ
わ
れ
も
出
せ

る
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
、

漁
家
収
入
の
ア
ッ
プ
な
ど
、

将
来
性
の
あ
る
漁
業
に
向
け

て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
」
と
話
す
。

　
支
所
・
部
署
を
越
え
て
全

体
を
俯
瞰
し
、
情
報
を
集
約

し
て
連
携
し
、
漁
協
を
し
っ

か
り
と
下
支
え
し
て
い
る
。

米
倉
智
子
主
任

岩
崎
幸
雄
室
長

震
災
復
興
に
向
け
組
織

㊨
ギ
ン
ザ
ケ
の
ミ
ー
ル
キ
ッ
ト
も

人
気
 
（
イ
オ
ン
仙
台
店
）  ㊧
ホ
ヤ
を

Ｐ
Ｒ
す
る
萌
江
さ
ん
 
（
み
や
ぎ
生
協

八
幡
町
店
）

書
類
の
作
成
を
確
認

浜
の
実
情
を
理
解
し
て

内
部
統
制
も
大
き
な
任
務

垣
根
を
越
え
て
課
題
解
決

取
引
す
る
に
あ
た
っ
て
の
与

信
審
査
や
債
権
管
理
な
ど
も

業
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
ど
こ
の
支
所
で
も
、
ま
た

組
合
全
体
と
し
て
も
、
組
合

員
の
減
少
、 魚
価
の
低
迷
、 魚

種
の
変
化
、 水
揚
げ
不
振
、 そ

れ
に
加
え
、 世
界
情
勢
の
変

化
が
課
題
と
な
り
、
向
き
合

っ
て
い
る
。
組
織
体
制
を
強

化
し
経
営
を
維
持
・
安
定
さ

せ
る
た
め
導
入
し
た
目
標
利

益
制
度
の
着
実
な
実
行
と
将

来
を
見
据
え
た
組
織
の
ス
リ

ム
化
・
集
約
化
の
検
討
業
務

に
当
た
る
の
も
当
部
署
だ
。

　
４
月
に
異
動
し
て
き
た
部

長
の
山
内
裕
さ
ん
は
、
経
営

統
括
室
の
と
き
に
課
長
を
務

め
た
経
験
も
あ
る
。「（
組
合

が
）
未
来
永
劫
持
続
す
る
組

持
続
性
の
あ
る
組
織
に

本
所
 ・
 支
所
の
監
査
 ・
 検
査
を
サ
ポ
ー
ト

 
経
営
統
括
部
 

監
査
室

 

本
所
を
訪
ね
て
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